
[曲目]
・いつも何度でも
・アリエッティズソング
・シチリアーノ
・涙そうそう
・アベマリア
・ナイチンゲール

第2回
2 n d  M o t o s u m i y o s h i  M u s i c  F e s t i v a l

元住吉、最大の音楽祭。
2020年4月11日（土）
川崎市国際交流センター・ホール
Moto s um i y o s h i ,  t h e  b i g g e s t  m u s i c  f e s t i v a l .

A p r i l  1 1 ,  2 0 2 0  ( S a t )
K awa s a k i  I n t e r n a t i o n a l  C e n t e r  /  H a l l

主　　催： 音楽好きな友の会／MMF実行委員会／motton club
特別後援： （公財）川崎市国際交流協会
後　　援： 音楽のまち・かわさき推進協議会
　　　  （公財）川崎市生涯学習財団
　　　  （公財）かわさき市民活動センター
　　　  （公財）現代人形劇センター／人形劇団ひとみ座
　　　   （株）タウンニュース社
　　　  かわさきFM（79.1MHz）

参加希望者は、MMF公式ウェブサイトへ→
運営ボランティアスタッフ募集

mottonclub.com

Friends who l ike the music of Motosumiyoshi
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音友レコード倶楽部
1月 5日（日）14：30～
元住吉西口5分「Soul Eggs」
Light Musc
軽音楽ファンの集い

ランチタイム
ロビーコンサート
メルフィーユ
（フルート／ハープ）
1月16日（木）12：10～
川崎市生涯学習プラザ・ロビー

音友レコード倶楽部
1月19日（日）14：30～
元住吉西口5分「Soul Eggs」
Jazz Date
ジャズファンの集い
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川崎市生涯学習プラザ  １階ロビー音楽の旅は続く連載04　　　　　　　　　　 ジャズボーカリスト

星乃けい

※「非通知設定」には対応不可。
●レコード倶楽部コンサートの問い合わせ

　あけましておめでとうございま
す。新しい年が希望に溢れ、心温ま
る年になりますように。今年もどうぞ
宜しくお願いいたします！先ずは、お
正月にピッタリの明るくって希望の
持てる「On The Sunny Side of 
the Street」というJAZZの曲をご
紹介させていただきます。陽の当た
る道では悩みがあっても、お金がな
くても平気だよ～って内容です。王
道は「Ella and Basie!」ってアルバ
ムに入ってるものかな。でもDiana 
Krall のも洒落てていいな。時間が
あったら、ちょいと聴いてみてね。そ
れでは私のお話しの続きを…。
　青春時代の1974年夏、第８回ポ
プコンエントリーのお誘いがヤマハ
からきました。校則が厳しいとかお
叱りを受けたなんて事はスッカラカ
ンに忘れてる私。新しくワクワクす
る話がやって来たので夢中でした
が、困った現実がありました。作詞と
唄はどうにかなりそう、でも頑張って
も踏ん張っても曲が書けなかった。
ビギナーズラックで始まった私は自
分の無能さに泣く日々。そこで、良
い曲を誰かにお願いしようと考えま
した。でもシンガーソングライターで

あることから逃げることになるの？
うーむ…。
　ところで現在私が唄っている
JAZZっていうジャンルは、ほとんど
の曲が昔の歌なので日本風にいう
と「カバー」なんです。一つの曲をい
ろんな人が自由に演奏するので、同
じ曲でもいろんなスタイルがあって
面白いですよ！古くから歌い継がれ
てきた素晴らしい曲が星の数ほどあ
るんですね。皆さんがユーミンのア
レを唄いたいとか、陽水のコレを唄
いたいとか思う気持ちと同じです。
そして今の私がそうであるように、
高校生の私も同じだったから、ポプ
コンに応募する曲は共作で良い曲
を作る道を選びました。何かにこだ
わるのなら、いちばん大切な事にこ
だわる…そう考えました。ちょうどそ
の頃、シンガーソングライターの「木
戸やすひろ」さんが東京から地元北
九州市に戻ってて、作曲をして頂け
ることになりました。木戸さんは私よ
り大人で、才能に溢れてて、東京か
ら帰ってきてカッコイイし、穏やかで
優しくて、みんなの憧れ！もちろん私
も！スタジオでのリハーサルの時は
尊敬とドキドキで汗だくでした。作っ

てくれた曲は木戸さんらしいシンプ
ルでセンチメンタル、胸キュンで素
敵でした。そのメロディーを感じるこ
とに集中して、自然体で等身大の言
葉を味わう歌詞にしました。1人で
苦労するって必要な事なんだけど、
誰かの力を借りたら世界がいっぺん
に大きく広がった、そんな楽しさを知
りました。実はJAZZも同じ感じなん
です。いつだってメンバーの誰かが
その場で助けてくれたり刺激してく
れたり…ジャズってそんな音楽なの
です。
　さて！いそいそとポプコンにエント
リーをして、九州大会までは学校に
見つからず順調！九州大会でグラン
プリを獲得！全国大会（静岡のつま
恋本選会）に行くよ～！いや待て待
て、どうしよう！学校をお休みしなきゃ
本選会に行けないよ～。困った（泣）

第84回 ランチタイム・ロビーコンサート
どなたでも気軽に音楽を楽しめるアットホームなコンサート
日時：1月16日（木）
12:00開場／12:10開演／12：40終演予定
料金：無料
[出　演]
メルフィーユ
（フルート／
ハープ）

2005年12月14日、ジャズシンガーとして待望の
リーダーアルバム｢NEARNESS OF YOU/星乃けい｣、
2006年12月20日｢IN A SENTIMENTAL MOOD/
星乃けい｣をリリース。ジャズファン、ジャズメン、オーデ
ィオファンから高く評価支持される

Kei Hoshino

自然体で等身大の言葉を味わう歌詞

2020年4月11日（土）
第2回 元住吉ミュージック・フェスティバル
ミュージシャンの募集は〆切しました！
引き続き音楽祭の運営をお手伝いしていただけるボランティア・スタッフを
募集しています。音楽好きなら年齢・性別・国籍は問いません。

できる仕事をお手伝いください。
・チラシの配布
・当日の受付
・当日のスタッフと
 出演者の連絡
・当日のスタッフの
  アシストなどなど・・・

入場無料
Free

●お問い合わせ
（公財）川崎市生涯学習財団
総務室企画情報係
ロビーコンサート担当
TEL 044-733-5811
E-mail:concert@kpal.or.jp
川崎市中原区今井南町28-41

[プロフィール]2016年秋に結成されたフルートとハープ
のデュオ。2018年のミニコンサートを皮切りに病院、福
祉施設を中心に各地で精力的に演奏活動を行う。結成し
て約3年のデュオだが、母娘ならではの息の合った柔らか
なハーモニーは好評を得ており、レパートリーはクラシッ
クにとどまらずJ-popや歌謡曲等、多岐にわたる。メル
フィーユとはフランス語で母（me`re）と娘（fille）の意味。

私たち音楽好きな友の会（音友会）が、
音楽を通して東急東横線「元住吉駅」を中心に
地域活性化活動を始めて今年で6年目になります。
レコードコンサートを軸に、
様々なジャンルの音楽ライブを主催してきました。
そして、今年も昨年に引き続き
元住吉ミュージック・フェスティバルを開催します。
昨年は音友会のライブ部門を独立発展させた
元住吉から音楽の情報発信を積極的にして行きたいと
motton clubを設立しました。
もとすみを[もっとん]と呼びmottonnculubと名付けました。
レコード鑑賞会同様、今年も様々な形でライブ活動をして行きます。
どうぞ会場にお出かけください。本年もよろしくお願い致します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　音楽好きな友の会代表 塚田親一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 motton club代表    牧野くみ

▲写真は、モットンクラブの中核ミュージシャンメンバー。
左から、くじら座・牧野ケント、塚田親一、くじら座・牧野くみ、永瀬 晋
他に音響の石原真理、記録の安田芳弘、広報の神山 曻などが関わっています。

駅前のフルーツショップ「フルッチョ」さん2階で開催していた
レコードコンサートの会場が移転します。
新規会場「Soul Eggs/ソウル エッグス」 
川崎市中原区木月３-6-18 TEL:044-982-9972
開催時間：14時30分～17時30分 （14時開場）
「Soul Eggs/ソウル エッグス」アクセス ：
元住吉駅/徒歩4分ブレーメン通り牛丼松屋2階
元住吉コアビル2階

「音友レコード倶楽部」会場移転、開催時間変更のお知らせです。

音友レコード倶楽部
1月 5日（日）14：30～
元住吉西口5分「Soul Eggs」
Light Musc
軽音楽ファンの集い

ランチタイム
ロビーコンサート
メルフィーユ
（フルート／ハープ）
1月16日（木）12：10～
川崎市生涯学習プラザ・ロビー

音友レコード倶楽部
1月19日（日）14：30～
元住吉西口5分「Soul Eggs」
Jazz Date
ジャズファンの集い

2020年。明けましておめでとうございます。

雨海 智和（あまみ ともかず）：1982年11月生ま
れ。千葉県出身。20歳の頃、声優を志し、養成所
に入所。声優として演技の勉強をしつつ、26歳の
時に、知人の紹介で舞台に立つ。それ以降、声の
みならず身体を使った演技そのものが楽しくな
り、縁もあって様々な舞台に出演する。30歳にな
る頃、ナレーションの仕事をもらうようになり、改
めて、声を使う表現を突き詰めていく。また、山王
日枝神社にて、年に一度行われる神話の舞台で
語り手を演じ、日本の文化、そして言葉そのもの
の魅力を伝えたいと思う様になり、現在、声優、ナ
レーター、そして朗読家として活動している。

TOMOKAZU
AMAMI



　文化の日の今日、夜にはラグビー決
勝戦でにわかファンの私も気がそぞろ
です。 10月20日（J. Date）にはクイ
ンシー・ジョーンズのビッグバンドを聴
きましたが、 今回はその続編としてク
インシーが当時流行のフュージョン
（ジャズを基調にロックやラテン、時に
はクラシック音楽などを融合させた
ジャンル）に挑戦しはじめた楽曲を聴
きました。 1969年に「Walking In 
Space」（写真①）というアルバムを
発表し、いち早くエリック・ゲイル（G)、
チャック・レイニー（B)、バーナード・
バーディー（D)、ボブ・ジェームズ
（Key)などフュージョン界で活躍して
いるメンバー達を加え、作品を発表。 
またシンガーの発掘（アル・ジャロウ、
ベナード・アイグナー、レオン・ウエア
等）にも余念がなく、徐々にボーカル
曲にも力を入れ始めたのもこの頃で
す。 本日聴いたマービン・ゲイの有名

なヒット曲“ホワッツ・ゴーイング・オ
ン”や恩師であるデイジー・ガレスビー
の“マンテカ”など沢山の有名なミュー
ジシャン・ソロをちりばめながらの大胆
な編曲は見事と言うしかありません。 
クインシー自身は1974年の「Body 
H e a t」、1975年の「Me l l ow  
Madness」の間に脳動脈瘤により２
度の大手術を行う大惨事に見舞われ
ましたが、奇跡的に回復しました。 そ
れ以降はご存知のとおり、マイケル・
ジャクソンのアルバム制作、再び映画
界に戻りスティーヴン・スピルバーグ
と楽曲を共同制作したりと更なる飛躍
を続けています。 また1981年に来日
時のFM東京が新宿厚生年金より生
中継放送したゴールデン・ライブ・ス
テージをTAPE録音した貴重な音源
より“キラー・ジョー”も併せて聴きまし
た。 来年１月の「軽音楽の集い」では
クインシーの最終回として、その後発

表されたアルバム４枚よりピックアッ
プして聴く予定です。 持ち寄りタイム
ではクインシーのアルバムにも沢山
の曲で参加しているトゥーツ・シール
マンス(G.)の「Midnight Cruise」（写
真②）より哀愁のハーモニカを奏でる
“ナイス・トゥ・ミート・ユー”、 ザ・キン
グ・シスターズの「T h e  N e w  
Sounds Of The Fabulous King 
Sisters」（写真③）より名曲“コール・
ミー”、 フォープレイのクリスマス・ア
ルバム「Snowbound」（写真④）より
“エンジェルズ・ウイ・ハブ・ヒアード・
オン・ハイ”、 昔懐かしい松原みきの
「Pocket Park」（写真⑤）より“真夜
中のドア”などを聴きました。特に松原
みきのアルバムは紹介者がニュー・
ミュージックに興味を持つきっかけに
なった重要なアルバムだとの事です。 
私も偶然にもこの曲が好きで、未だに
このアルバムを持っていた為、大変
びっくりした次第です。
            （フレドリック・ジョーンズ記）

　新年明けましておめでとうございま
す。今年も面白おかしい話題をお届け
していきたいと思っております、どう
ぞよろしくお願い致します。
　“ヴァージンアイランド組曲”とい
う、デューク・エリントンのアルバムが
あることはご存知でしょうか？このア
ルバムは希少のものであり（2005年
にCD化されて、2017年に廉価版が
発売されたのでもはや希少でもなく
なりました。）あまりエリントン作品の
中でも有名でないのかなという印象
です。久しぶりに中古CDショップで手
に取った1枚なのですが、これまた絶
品のアルバムでした。内容も然ること
ながら、まず目を引かれたのがこのア
ルバムのタイトル。どこかの地名かな
と思い調べたところ、なんとブラジル
北東部に連なる約100個の小島から
なる諸島であります。西側がアメリカ
領、東側がイギリス領としての歴史を
もっていて、今ではそのほとんどが無
人島となっているようです。そして、そ
の西側のアメリカ領の首都となる場

所がセント・トーマス島ということで、
おお、なんということでしょう。（笑）と
いうのも名曲“セント・トーマス”の作
者、ソニー・ロリンズの母親がセント・
トーマス島出身であり、その島で歌わ
れていた子守歌が元になったそうな
のです。なんというか、いろんな物
事って繋がっているのだなぁと思い、
こういうことがあるからCD採集はや
められないというか。（笑）
　アイリッシュハープとはアイルラン
ドの伝統楽器で、音楽の歴史とともに
様々な改良が加えられてきた楽器で
あり、よくオーケストラで見るような

ハープとは
違 い 小 型
で、アイラル
ランドでは
演奏するこ
とが日常的
で、非常に
生活と密着
している楽
器であるよ

うです。また、アメリカなどでは慰問演
奏でもっとも人気があるのがこのアイ
リッシュハープで静かな音色が人気
があるそうな。この間某旅番組を見て
いて、大学時代にアイリッシュハープ
を研究していた先輩が出演している
様子を目にしました。当時からアイリッ
シュハープの研究の傍ら自身もプレイ
ヤーとして活動していたということは
知ってはいたのですが、何とその先輩
が近所でアイリッシュハープの工房を
営んでいたという事を知りました。好
きこそものの上手なれという事をまさ
に体現しているな、ということを感じ
ました。そんな先輩の姿を見てここま
で自分の好きなこと、興味があること
に真っ直ぐに直向きに走る姿を見て
何か厚いものを感じた今日この頃で
す。

　1960年代に入りロック音楽の勢い
で多くのジャズ・クラブが閉鎖される
などアメリカのジャズ状況は最悪とな
り、職場を失ったミュージシャンはやむ
なく欧州へと活動を移してゆきまし
た。なかでも人種差別が緩やかでジャ
ズを芸術として評価していた北欧に
居場所を見いだしたジャズマンが少な
からずいました。筆者が務めた今回の
D.Jタイムは、北欧にゆかりの８曲をプ
ログラムしてみました。
　スタン・ゲッツが取り上げて有名に
なった”ディア・オールド・ストックホル
ム”を、バド・パウエルの晩年のピアノ
演奏（写真①）で聴きました。このス
ウェーデン民謡はジャズのスタンダー
ドとなり、マイルス・デイビス、チェット・
ベイカー等ジャズの巨人達に引き継
がれました。ノルウエーのオスロに舞
台が移りチック・コリアとゲイリー・

バートンのデュオ・アルバム（写真②）
が紹介されましたが、ドイツECMレー
ベルの特徴である爽やかなサウンドで
した。最後の都市はコペンハーゲンで
す。ミュージシャン達がホームグラウ
ンドとして活動したカフェ・モンマルト
ルでのライブ録音は数多く発売され
ています。このカフェを18年ぶりに訪
れたスタン・ゲッツは連日満員の観客
に応えるため２週間に滞在を延長し、
その間に満50歳の誕生日を迎えまし
た。そのライブアルバム（写真③）は久
しぶりに好調なゲッツの演奏が聴けま
した。
　休憩をはさみ持ち寄りタイムに入り
ましたが、毎回参加者が持ち寄られる
曲目にかぶりが発生しない事に驚い
ています。ゲストの個性に満ちた語り
と共に持ち寄られた曲に耳をかたむけ
るひと時は、筆者にとり至福の時間で

す。今回はレコード購入時のエピソー
ドが印象に残りました。レコード店で物
色中に流れたアルバムを後日手に入
れ満悦していたところ、アルバムのカ
バー（写真④）がテナー・サックスの演
奏者でしかもタイトルが「テナーマン」
とあるので、てっきりリーダーはサック
ス奏者と思いきや実は背後に映って
いたドラマーだったという語りに思わ
ず吹き出してしまいました。また、ビッ
ク・アレンジャーであるマーティ・ペイ
チの見かけないアルバム（写真⑤）だ
と思い購入したら、中身はあの名盤で
通称”お風呂”と同じ収録内容であっ
たというお話も、類似の経験がある筆
者には共感できました。
　この「ジャズデイト」ではアーリー
ジャズからモダンジャズまで幅広い範
囲の音楽が楽しめます。日曜の午後、
良い音響のもとで心地良いジャズを
楽しみませんか？
                      （K.Tanagawa記）

ソウリーヴ・ミュージック・スクール
SouleaveMusic School

http://souleave-music.com/
元住吉駅徒歩3分、武蔵小杉駅徒歩13分
チケット制 音楽教室 Tel 044-750-8992
AM8:00／PM22:00start

松波陽介私とジャズ連載40 長谷部　徹４ビートに首ったけ連載37

牧野 ケント「くじら座」日記連載40

2019年11月音友会の報告

1月の「軽音楽」ファンの集い

1月5日（日）14：30～
Soul Eggs

1月の「ジャズ」ファンの集い

1月19日（日）14：30～
Soul Eggs

　明けましておめでとうございます。
　作年10月の透き通った秋空の下、
元住吉の国際交流センターで、
「Motton Club」のライブイベントを
開催しました。
　じっとしているだけで汗ばんだ、あ
の夏もどこ吹く風。たとえば季節のよ
うに、何もかもいつの間にか過ぎてゆ
くのが人生です。思い返せば、私たち
「くじら座」が、初めて元住吉で音楽を
鳴らしたのは３年前のことでした。
　イダナカ・ハロウィンをはじめ、イダ
ナカ夕市、元住吉ミュージックフェス
ティバルと、くじら座の目次には、常に
元住吉の景色が描き込まれているよ
うに感じられます。
　そんな今回のイベントは、「音友会」
の代表である、塚田さんのバースデー
ライブでした。ろうそくが乗り切らなく
なってしまったケーキに、「誕生日なん

て」と呟く方もいる中、まるで少年のよ
うに目をきらきらさせて、ドラムス
ティックを握る塚田さん。塚田さんが
ドッシリと支えるバンドのフロントマン
として、私は歌を乗せる役目を担いま
した。
　その瞬間、私は、これまでにないほ
どの胸の高鳴りを感じました。塚田さ
んは、私に、音楽は人に情熱を与え、夢
を見せ続けてくれるということを、演
奏というコミュニケーションによって
教えてくれました。
　顔を合わせて話すよりも、インター
ネットで意思を伝え合
うことが、主流となっ
た現代。便利さや手軽
さと引き換えに、私た
ちは、「言霊」を失いか
けているのもしれませ
ん。言葉には声があ
り、声には心が宿るこ
とを思い出さなけれ

ば、人を支える歌は歌えないと感じま
す。
　私たちミュージシャンは、数分の歌
で、聴いてくれた方の人生を変えなけ
ればなりません。使い捨てのように過
ぎ去ってゆく歌、たとえば季節のよう
に、いつの間にか終わっているような
歌だけは、歌ってはいけないと思って
います。終わってしまうのが惜しくて、
心に焼き付けておきたくなるような、
そんな歌を世に出すことが仕事だと
感じます。
　寒い風にも負けず、今度は、４月の
第二回元住吉ミュージックフェスティ
バルに向けて、Motton Club一丸と
なって進み続けたいと思います。

　今年もよろしくお願いします。
　今回もまたギターを始めたばかりの
方にお勧めなギター小ネタをソウリー
ヴ・ミュージック・スクール永瀬がお送り
いたします。今回もセッションネタの続
きをご紹介。
　皆さんコード伴奏といいますと雑誌
等に載っている、5から6本の弦を弾く
スタイルを想像されると思います。そし
て実際にバンドでセッションをする際は
ベースがいることが多いですよね。
　ジャズ、ブルースなどのセッションで
はメンバーにベースがいる際はあえて
低音部(コードの低音弦）を省略して弾
くことで、楽器同士の音域の居場所を
作ることができ、結果バンドサウンドが
クリアになることがあります。

　省略する利点とします
とー ①楽器同士の音がぶ

つかりにくくなる。(音の居場所の確保)
②メインの楽器、ヴォーカルが聞こえや
すくなる。 ③音を減らしているので、足

す猶予がある(さらに音を足して音圧を
上げるなど)と、こんな感じでしょうか。
　実際に譜例も用意してみました是非
チェックしてみてくださいませ！
　というわけでまた次回！

会場内には北欧ゆかりのジャズがたっぷり

クインシー・ジョーンズのアレンジ力は絶品

What a wonderful world 

　時計の針は午前4時9分、狭いＤＪ
ブースの中、ネクタイを緩め、何本目か
のチェスターフィールドに火をつけ、マ
イクに向かって何かを語りかけようと
する男、そう、彼こそは民間ラジオス
テーション“ＷＪＡＺ”の看板ＤＪ“レス
ター・ザ・ナイトフライ”。
　どうです、イカしてますねぇ、このジャ
ケット写真。ご存じの方も多いと思いま
すが、ドナルド・フェイゲンがスティー
リー・ダンを解散した直後、1982年10
月に出したソロアルバム「THE  
NIGHTFLY」（写真①）です。このアル
バムの内容は、本人の解説によると、
「1950年代後半から60年代の初め
頃、アメリカ北東部の街の辺鄙な郊外
で育ったごく一般的な若者が描いたで
あろうファンタジー」を表しているそう
です。要するにドナルド・フェイゲン本
人の抱いた幻想と言うことでしょう。
と、言うわけで、たまにはロックを聴い
てみましょうか！
　1980年代に音楽を浴びるように聴
いた私達の世代にとって避けては通れ
ない音楽がいくつかありました。イーグ
ルスやドゥービーブラザーズのウエスト
コーストロック、クルセイダースやウエ
ザー・リポートのフュージョン、山下達

郎やユーミンのＪポップ、そして今回ご
紹介するＡＯＲ。どの音楽も新しくて新
鮮でワクワクさせられました。バイト代
は全部ＬＰに代わってしまった。さて余
談はこれくらいにしてアルバムをご紹
介しましょう。
　まずはシンセサイザーの裏打ちのイ
ントロが印象的な1曲目“I.G.Y”。音の
ひとつひとつまで計算されたような完
璧な曲です。是非大きな音で聴いて欲
しい。いろいろな音が重なっていて、何
回聴いても飽きないですよ。また、この
アルバムは世界初のデジタル録音で、
オーディオファンの間ではいまだに人
気があるそうです。音友ハウスのステ
レオで聴いてみたかったですね。続い
て4曲目”Maxine”。綺麗なピアノのイ
ントロから始まり、美しいコーラスへと
移っていきます。ホーンアレンジも洒落
ているし、マイケル・ブレッカーのテ
ナーソロも短いけれどカッコ良い。お勧
めです。更に6曲目、表題曲“The 
Nightfly”。この曲を写真にしたものが
ジャケットですね。クールなアレンジと
対照的に絞り出すようなボーカルが良
いバランスになっています。また、
ちょっとブルージーなラリー・カールト
ンのギターソロもほっとするような味付
けで良いですね。全曲お勧めなのです
が、最後にもう1曲だけ。ラストの”
Walk Between Raindrops”。短い
曲なんだけれど、古いジャズのような、
妙に楽しくて良いですよ。このアルバ
ム全体の印象をグンと引き上げていま
す。
　さて、もう一度ジャケットを見てくだ
さい。ターンテーブルにレコードが乗っ
ていますよね。そして手前にジャケット
が置いてある。これ、良～く見ると、ソ
ニー・ロリンズの「THE CONTEMP-
ORARY LEADERS」（写真②）ですよ

ね。じゃ、ついでに聴いてみましょうか。
1958年10月にロリンズが西海岸に
行った時、コンテンポラリーレーベルの
ミュージシャンをバックに録音したらし
いです。実は私は聴いた事が無かった
ので、今回、中古CDを買って聴いてみ
ました。ニューヨークの緊張感のあるタ
イトな演奏に慣れているので、その「緩
さ」に驚きました。基本的にロリンズに
自由に吹かせてあげましょうってコンセ
プトだと思います。3曲目の”How 
High The Moon”は、メンバー待ちの
時間の音合わせをそのまま録音したら
しいです。リラックスした演奏のはずで
すよね。何度も何度も聴いていたら、だ
んだんとその緩さが心地よくなってき
て、彼の良さはここにあるのかな？と
思ってきました。一番のお気に入りは7
曲目“In The Chapel  In  The 
Moonlight”。ゆったりしたテンポで語
りかけるように吹かれるテナーは心に
染み渡ります。また、バニー・ケッセル
のギターソロが良いです。音が綺麗で
すね。もっと聴いてみたくなりました。
　レスター・ザ・ナイトフライはベル
ゾーニ山の麓のラジオ局からどの曲を
流したのかな？そしてどんなおしゃべり
をしたのでしょう？北東部の一般的な
若者は西海岸のリラックスした空気感
に憧れていたのかもしれません。いろ
いろ想像すると楽しいですね。

▲①Walking In Space/
Quincy Jones

▲②Midnight Cruiser/
Toots Thielemans
& Lee Oskar

▲③The King Sisters/
The New Sounds of 
The Fabulous King Sisters

▲④Snowbound/
FOURPLAY

▲⑤Pocket Par/
松原みき

▲①Bud Powell In Paris
/ Bud Powell

▲②Crystal Silence/
Chick Corea & Gary
Burton

▲③Live at Montmartre,
2/ Stan Getz

▲④Tenor Man/ 
Lawrence Marable

▲⑤I Get A Boot Out
Of You/Marty Paich
band

ジャズファンの集い

レスター・ザ・ナイトフライ
今宵もベルゾーニ山の麓から、素敵な音楽とおしゃべりを

たとえば季節のように

クインシー・ジョーンズ
昨年、クインシーを２回とりあげましたが、その続編として最後に
ヒップホップ系を含む後期のアルバム４枚よりピックアップして聴
いていきます。

Addicted to Guitar-20　Course 永瀬 晋
アドリブネタ(ブルース)その2

▲①the nightfly

▲②the contemporary leaders

https://mottonclub.com/ 

地域の、全国のミュージシャン、そして
音楽活動に関わるあらゆる人をネットワークしたい。
演奏の場を創り、ライブと楽曲の発信を
積極的に活動していくことが目的です。
元住吉から発信して行きます。アーチスト・メンバー募集中！！

ジャズ・ミュージシャンを魅了した国、
日本。多くのミュージシャンが来日公演を行い、日本を題材とした作
品、楽曲を残しています。オリンピック・イヤーの幕開けである1月
は、彼らを虜にした国、日本を描いた楽曲を紹介いたします。

1月の                は 

 Light Music
軽音楽ファンの集い

Light Music
& Jazz Date

▲写真左から、牧野ケント、塚田親一、永瀬晋、牧野くみ

▲アイリッシュハーブ


